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 凱αの活性形の変換(論文H)
 αのDEAEセルロース・カラムからの溶出図形は実験毎に大きく変動し,時にはp-llのP一
 躍に対する相対量が極めて小さくなることもある。この変動の原因としては何らかの選択的抽出
 が起ること,または瓢と飢の問に分子変換の起ることが考えられる。韮を。、4M食塩処理後に再
 度1)EAEセルロース・カラムにかけた場合,活性の約40%が盤の溶患位置に移動することか
 ら,嚢から躍への変換が起っている可能性を見鐵した。なお,抽患残査には嚢が比較的多いこと
 から,選択的抽繊も原因の一つである尾能惟もあり得る。現在αには,韮の前にもう一つの活性
 ピークが存在することが明らかになっており,溶出順にA,B,Cとよんでいるが,これら相互
 の関係と,DNA複製系における役割を明らかにすることが今後の課題である。
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 審査結果の要旨
 DNAポリメラーゼはDNAの生合成を触媒する,細胞増殖の鍵ともいうべき重要な酵素で・複
 数の分子種が存在することもすでによく知られている。代表的なものは,ミトコンドリアの酵素
 を別にすればαとβのポリメラーゼであるが,それらの実体,相互関係,細胞内局在,生理的役
 割についてはまだまだ不明の点が多い。この酵素が単純な可溶酵素でなく・細胞内で複雑な存在様
 式をもち,これがinvltroでの存在様式にも反映する点が・解析を園難にしているおもな原因
 と思われ,したがって,よくコントロールされた隠秘な実験条件下で得られる分子種について,
 その存在様式と相互関係を慎重に検討する必要がある。
 さて本論文は,著者の{)NAポリメラーゼ研究の総括ともいうべきものである。この研究におい
 て著者は,増殖が旺盛なラット腹水肝癌Aレ{一130を用い,これから抽畠されるDNAポリメラー
 ゼを上の観点から追求した。
 イ癌縮胞の低張袖出液をセファデクスG-200でゲルろ過するとαの性状をもつDNAポリメ
 ラーゼが傅られるが,あらかじめ抽出液を塩処理すると,ゲルろ過後βの性状をもつ酵素が検出
 されるようになる。
 ロ上の抽出液をDEAE一セルロースのカラムクロマトグラフィーにかけると,βがまず溶出
 され,ついでαが溶出順に1,且のピ～クとして現われる。この1と狂をイの条件で塩処理した
 が,,8は得られなかった。
 ハしたがってβはαのサブユニットではない。それを思わせるイの結果は,ゲルろ過で得ら
 れたαが,実はαとβの複合体であったことからきている。
 二口で得られるα一ポリメラーゼの1と翌はその量比が実験条件により変動し,かつ1は塩
 処理により部分的に皿に変換できる。
 以上が本論文に述べられた,著者の成果の大要である。これらの成果はまだ問題を根本的に解
 決したものとはいえないが,解決へとみちびく有益な手掛りを提供したものであることには疑い
 がない。またα一ポリメラーゼに複数の分子種を検出し,しかもこれらが相互に変換し得る可能
 性を示唆した点は,αが増殖に直接関与する分子種とみなされるだけに,増髄の制御機構の解明
 にもつながる貴重な知見と評価できる。
 以上の理由により本論文を学位授与に値するものと判嚇する。
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